
落
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党
）

落
合　
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友
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の
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小

野　
　

立
（
よ
ね
し
ろ
・
立
志
会
）

平
成
28
年
度
予
算
編
成

■質
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

向
け
、
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
編
成
さ
れ
る
平
成
28
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
。

■答
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
市
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
効
果
の
検
証
、
緊
急
度
な

ど
に
よ
る
優
先
順
位
づ
け
を
徹
底
し
、
真
に
必
要
な
事
業
の

推
進
と
財
政
の
健
全
性
を
両
立
さ
せ
、
将
来
世
代
に
過
度
な

負
担
を
先
送
り
し
な
い
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が

ら
、
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

小
規
模
校
の
存
続
と
統
廃
合

■質
小
規
模
学
校
な
ら
で
は
の
特
色
づ
く
り
の
た
め
余
裕
教

室
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
と
子
供
を
元
気
に
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
学
校
を
目
的
外
使
用
す
る
場
合
の
規
制
は

あ
る
の
か
。

■答
学
校
教
育
法
で
は
、
学
校
教
育
上
支
障
の
な
い
限
り
、

目
的
外
で
利
用
で
き
る
範
囲
が
「
社
会
教
育
そ
の
他
公
共
の

た
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
法
の
規
定
内
で
利
用
す
る
場
合

も
、
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
、
消
防
法
の
適
用
を
受
け

る
ほ
か
、
建
設
時
の
国
庫
補
助
金
等
の
取
り
扱
い
が
適
正
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
確
認
が
必
要
と
な
る
。

若
者
の
貧
困
と
ど
う
向
き
合
う
か

■質
能
代
市
版
総
合
戦
略
の
素
案
は
、
若
年
層
が
結
婚
し
な

い
理
由
を
、
価
値
観
の
多
様
化
に
求
め
て
い
る
が
、
私
は
信

じ
な
い
。
所
得
が
低
く
て
家
庭
が
持
て
な
い
の
が
現
実
だ
。

市
長
は
こ
れ
を
ど
う
見
る
か
。

■答
総
合
戦
略
の
素
案
の
た
た
き
台
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
や
厚
生
労
働
白
書
等
を
参
考
に
「
若
者
の
意
識
や
社

会
構
造
の
変
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
」
と
記
載

し
た
が
、
未
婚
率
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
上

昇
す
る
も
の
で
あ
り
、
価
値
観
の
多
様
化
だ
け
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
素
案
に
は
経
済
的
な
要
因
に
つ

い
て
の
記
載
を
検
討
し
て
い
る
。

当
市
の
奨
学
金

■質
市
奨
学
金
に
関
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
定
住
促

進
奨
学
金
と
同
様
、
返
還
金
の
２
分
の
１
助
成
を
行
っ
た
場

合
、
ふ
る
さ
と
に
定
住
す
る
若
者
が
あ
る
程
度
ふ
え
る
と
思

う
が
、
助
成
す
る
考
え
は
。

■答
若
い
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
新
規
転
入
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
能
代
市
版
総
合
戦
略
の
中
で
奨
学
金
返
還
金
助

成
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

完
全
米
飯
給
食
の
実
施

■質
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
と
な
れ
ば
農
業
と
食
の
暗
黒
時
代
が

到
来
し
、
特
に
食
の
安
全
問
題
は
危
機
的
状
況
下
に
陥
る
。

地
元
の
子
供
に
は
地
元
の
農
家
が
育
て
た
お
米
を
毎
日
の
給

食
で
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
、
完
全
米
飯
給
食
実
施
の
考
え
は

な
い
か
。

■答
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
で
は
、

パ
ン
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
も
多
く
、
ま
た
多
様
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
意
味
か
ら
パ
ン
食
は
あ
っ
た
方
が
良
い

と
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
現
在
の
米
飯
実
施
率
（
週
３
・

５
回
、
70
％
）
を
維
持
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
の
提
供
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
問
題

■質
毎
年
３
月
、
市
は
臨
時
職
員
を
大
量
に
募
集
す
る
。
人

手
不
足
を
臨
職
で
補
う
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
市
は
み
ず
か

ら
の
手
で
地
域
の
雇
用
を
不
安
定
化
し
て
い
る
。
定
員
適
正

化
目
標
の
緩
和
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■答
臨
時
職
員
は
補
助
業
務
や
資
格
を
要
す
る
業
務
等
に
従

事
し
て
お
り
、
雇
用
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
や
職
責
等
に

見
合
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
い
る
。
定
員
適

正
化
計
画
の
見
直
し
は
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
将
財
政
的

に
も
持
続
可
能
な
職
員
数
を
確
保
す
る
視
点
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

団
体
の
運
営
等
に
対
し
、
市
が
交
付
し
て
い
る
補
助
金

○

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
の
改
善

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
の
普
及

○

イ
オ
ン
経
済
効
果
の
再
検
証
と
は

○

大
型
七
夕
と
観
光
拠
点
施
設

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
の
虚
妄
と
真
の
対
策

○

地
域
の
至
宝
、
檜
山
安
東
氏
城
館
跡

一 般 質 問
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